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　　小さな証 
晩秋に里帰りした筆者
を待っていたのは臨終
の床にいる愛する父親
であった。父親を前に
胸に去来した思いと
は、、、。　　　　P2 

創立３０周年記念礼拝 
11月26日創立記念礼拝に
は、創立に携わったスイス
人元宣教師を交え、これま
で導いてくださった主に礼
拝を捧げました。　　P3　　　　　　　　 

スイスJEG30周年に想う 
我が教会に深い関わりをも
ち、教会に今も愛の絆で結
ばれる欧州と母国日本の兄
姉に、創立三十周年記念に
あたりご寄稿をいただきま
した。　　　　　P４-6 

ユティカ感想文集 
在欧の若き日系クリス
チャンの霊的信仰生活
に欠かせぬユース・リ
トリート”ユティカ”が
この秋、デュセルドル
フで開催されました。 

　

東スイス・ゼーアルプ湖とアルプシュタイン　2021年3月30日撮影

　「神様への贈り物ー小さな光が繋がって」 
　　 
　クリスマスの頃になると、非日常を忘れさせてくれるよう
なイルミネーションの世界が現れ、人々に明るい、暖かな、
希望や喜びが感じられる雰囲気が溢れます。一つ一つの光は
とても小さいのですが、それらが繋がって輝く時、何とも綺
麗で素晴らしいものとなります。 
　今年一年、あなたにとって、御家族、友達、知り合いの
方々、教会で集会で何か神様へお捧げする小さな、感謝、恵
み、祈りの応え、希望などがおありでしょうか？ 

アッペンツェラーランドの晩秋

多くの困難が待ち構えているであろう年の初めに、さまざまな思
い、希望、不安、夢、願いなどが胸に去来した新年。そのような不
確実な時代にあって、私たちは決して希望を失わず、私たちを愛し
て止まない主を見上げ、イエスさまと共に歩む日々を送って参りた
いものです。

イエスは再び彼らに言われた。「平安があなたがたにあるように。 
父がわたしを遣わされたように、わたしもあなたがたを遣わします。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 	 　　　　　	 	 	 	
ヨハネ20:21 

小さな祈り

スイス日本語福音キリスト教会の初回礼拝
1993年11月28日　チューリッヒ州ウスター市クリショーナ教会にて

小さな祈り

天のおとうさま 
あなたが命ずるとおりに 
死に渡されるために 
捕らわれた人を救い出し、 
助け出すための祈りの力を 
わたしたちにお与えください。

2023年12月28日発行
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ちいさな証

  主の御名を心から賛美致します。 

　11月13日(月)午後３時頃、父が
８月にコロナにかかり家に帰るこ
となく９１歳で亡くなりました。 

　日本への里帰り一週間前に危篤
という知らせが入り慌てましたが
多くの方々のお祈りに主が応えて
くださって一か月以上も父を生かし

てくださいました。 

　その後、日本へ行くことができても入院中の父に会うことは
できなくて、一度だけリモートで父の顔を見ることができただ
けで３週間が過ぎました。点滴だけで生かされている状態
で回復の見込みはなく、病院が家から遠かった事もあ
り、近くに移った方が良いのではないかということ
で、ちょうど母がいる施設が許可してくれたおかげ
で生前の父に二度会うことができました。 

　一度目は病院から施設へ移動した日で父の変わり
果てた姿にショックを受け、その時父は朦朧としてい
て理解もできないようでした。そして二度目は九州に行
く前日に、あと長くて３日～７日と聞かされて最後に主人と
一緒に会いに行くことができました。酸素吸入をしている父の
耳元で「お父さん、多恵子だよ、わかる？」って聞いたら深く
頷いてくれました。それから父の足を二人でマッサージして父
の手を取りお祈りしました。 

　「また会おうね」って言ってお別れをしましたが、父の目に
はうっすらと涙がにじんで、何かを話そうと口を動かしてくれ
ました。九州に行ってからは毎日もう私達にはどうすることも
できないから父に神様が直接語りかけてくださるようにとお祈

りしました。そして父は八日間生かされ静かに息を引き取りま
した。 
　最後の時には間に合いませんでしたが、死後、父は千葉の実
家に二日間帰って来られたので、まるで眠っているように穏や
かな表情を見ながら、一緒に過ごすことができました。神様の
恵みにより日本滞在中に生きている父に会わせていただけて　
その上お葬式にまで参列することができて、すべてを益として
くださる主に心から感謝しています。 

　ただ父とこの世ではもう二度と会うことができないのだと思
うと、心にポッカリと穴が開いてしまって、覚悟していたとは
いえ、日本に行っても温かく迎えてくれる父がいないというこ
とが、これほど辛く悲しい事とは思いもしませんでした。こと
あるごとに思い出しては涙があふれ、スイスに帰ってから大声

でワンワン泣きました。 

お葬式の時、お坊さんのお経を聞きながら、心の
中はこんな心のこもっていない、ただ本を読んで
いるだけの式は、なんて虚しいのかと覚めた思
いで参列しその中にあって父も「俺は今生きて
いるよ」って言って、笑って見ているような気が

しました。父の意識が朦朧としている時、きっと
神様が語りかけ、直接父を導いてくださったのだと、

父の安らかな顔を見て思いました。何もできなかった娘
で後悔ばかりが残りますが、父のことを通して、なおさら福音
を語ることの大切さを思わされています。 

　自分がまだこうして生かされているのは、一人でも多くの方
に、唯一絶対の創造主であられるお方がどんなに人を愛し、素
晴らしいお方であるのかを知らせるためだと確信しているの
で、今も生きてイエス様という救いの道を用意し、働いてくだ
さっている神様を崇め褒め称えつつ、最後まで従い続けていき
たいと思います。 

スイス日本語福音キリスト教会

今も生きているイエス様 
脇山多恵子

スイス日本語福音キリスト教会



ス イ ス 日 本 語 福 音 キ リ ス ト 教 会

スイスJEG ニュースレター　2023年12月号	 3

１、スイスJEG創立３０周年記念礼拝  
　 
 11月２6日、当教会は, 創立
３０周年を迎えました。30年
前に、この地に住む日本人の
魂の救いのために、母国語で
主を礼拝する教会を立て上げ
る重荷を負い、主に祈り求め
てくださった牧師、宣教師、
兄弟姉妹をお迎えして、６３
名の兄姉と共に礼拝を捧げま
した。 
　主は祈りに応えて、教会を立ち上げ、今日まで守り導いてくださ
いました。絶えることなく牧会者と働き人が与えられ、そして共に
礼拝し、主のもとで愛し励まし合う多くの兄弟姉妹と後を継ぐ若い
世代が与えられ、今日を迎えることができました。 
　 
記念礼拝/愛餐会のショートビデオ 
https://www.youtube.com/watch?v=qiRLDWnwmcM 

　また、創立記念として記念誌”スイス日本
語福音キリスト教会・三十年の恵み”が出版
されました。（１４８ページ、ハードカ
バー　210X297mm)この記念誌は以下の
URLからPDFファイルをダウンロードして
ご覧いただけます。 
https://drive.google.com/file/d/
1xcY1YkBw3r7mqM8Sj8Ft2Y64XzWmSuWB/
view?usp=drive_link	

 	

２、スイスJEGのロゴが完成 
　 
　スイスJEG創立30周年記念
事業として、ロゴ案を教会員 
から募集し、検討の結果、右
の案が採用されました。 
　赤い箇所は聖書と十字架、
右のスイスアルプスは三位一
体を表します。地上では、絶えずイエス様に倣い、御国の到来を待
ち望むべく、頂を見上げながらアルプスを登はんするように一歩一
歩歩む。それがJEGスイスの群れである。 

３、デュッセルドルフ/ユティカが開催 
　10月13-15日にかけて、定員を超える約30名の参加者を欧州各
地から集め、「あなたは高価で尊い」をテーマに、デュッセルドル
フ・ユティカが開催されました。このユースリトリートには、10代
前半から30代までと幅広い年代（スイスJEGからも７名）の若者が
参加しました。 
　デュッセルドルフ日本語教会の
ヘーゲレ牧師による2回のメッ
セージのほか、恋愛・結婚の学
び、賛美、ゲーム、デュッセル
ドルフの街散策、バーベキュー
などと盛りだくさんなプログラ
ムで、信仰の友と神様の祝福を
共に味わう時となりました。実
行委員のメンバーと神様に感謝
します！（井ノ上歌歩記） 
　なお、このニュースレターにはユースが自ら編集した感想文集が
添付されていますので是非お読みになってください。 
　冬のスイス・ユティカは12月27-29日に開催の予定です！ 

４、第4１回ヨーロッパ・キリスト者の集い第一信　 
　2024年7月25日（木）から30日（日）ま
でシュトゥットガルト郊外のシェーンブリッ
クで開催される第41回ヨーロッパ・キリス
ト者の集いの第一信が12月21日に新実行委
員会によって発信されました。”時がある”を
テーマに伝道者の書３章1節から各講演が予
定されています。申し込みは、4月上旬に開
始されます。”集い”に関する最新情報はオ
フィシャルHPをご覧ください。https://
www.europetsudoi.net/ 

　 
５、ドキュメンタリー”ダマリス”のドイツ語版が完成! 
　アートゥア・クンツ先生ご夫妻
の長女ダマリスちゃんの”悲劇”を
描いたドキュメンタリー映画”ダ
マリス”は、日本GNTVにより放
映され大きな反響を呼びました。　　　　　　　　　　　
この感動的なドキュメンタリーを
伝道のためにドイツ語版も作って
ほしいとの要望が寄せられ、スイ
ス・日本で関係者が一年以上の時間
をかけて、遂にドイツ語スーパーの入った”ダマリス”がこの度完成
しました。これはYouTubeでもご覧いただけます。日本語がわから
ない兄姉にも視聴いただけます。h t t p s : / / y o u t u . b e /
dXpks2OlVvQ?si=H3flrhoEd6fWd6_z 

　 ６、世界各地からホットな情報が満載の月報／ニュースレター＆メ
ルマガが届いています！ 
　工藤篤子メルマガ 、井野葉由美メルマガ、吉村美穂NL、バルセ
ロナ日本語で聖書を読む会月報、デュッセルドルフ日本語キリスト
教会月報、ハーベスト・タイムズ・ミニストリーズ月報、森ゆり空
レタ配達人、ミッション”宣教の声”が届いています。お読みになり
たい方は、松林までご連絡ください。なお、スイスJEG会員の兄姉
は、HPでパスワードを入れ、いつでも閲覧可能です。 

スイスJEGクリスマス礼拝のスナップ  17.Dec.2023

スイス日本語福音キリスト教会

https://drive.google.com/file/d/1xcY1YkBw3r7mqM8Sj8Ft2Y64XzWmSuWB/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1xcY1YkBw3r7mqM8Sj8Ft2Y64XzWmSuWB/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1xcY1YkBw3r7mqM8Sj8Ft2Y64XzWmSuWB/view?usp=drive_link
https://youtu.be/dXpks2OlVvQ?si=H3flrhoEd6fWd6_z
https://youtu.be/dXpks2OlVvQ?si=H3flrhoEd6fWd6_z
https://youtu.be/dXpks2OlVvQ?si=H3flrhoEd6fWd6_z


ス イ ス 日 本 語 福 音 キ リ ス ト 教 会

	 スイスJEG ニュースレター　2023年12月号4

主が共にいまし 
フーヴェ久栄　 

ハノーバー聖書を読む会 

　素晴らしい30周年記念誌のお礼の
御挨拶が遅れまして申し訳ございませ
ん。ありがとうございます。 

　クンツ先生、田辺先生御夫妻、懐
かしい方々を拝見しつつ、主がいつ
もスイス日本語教会と共に居まし、
お導き、祝福下さって、次世代に繋げ
ていって下さる事、今後もヨーロッパ
日本人キリスト者の要に成るようス
イス日本語教会を守り導いておられる
事を拝見し、感動しました。ありがとう
ございます❣  

　日々の戦争の報道に心騒ぐ中、スイス
の清い雪山に心が静けさを頂けまし
た。感謝します。 

　スイスの兄弟姉妹の素晴らしい
お働きに益々主の祝福があります
ようお祈り致します。感謝と共に❣  

東京でも善きサマリア人になれるか？
　加藤雅也
在東京

　祝福された設立30周年おめ
でとうございます。1993年
から2年半のスイスJEG時代
の良き思い出が智美（さと
み）と私の人生の糧になって
います。 

　私は、ウクライナ侵攻が始
まった2022年2月24日にマ
レーシアから帰国し、42年ぶりの東京生活が始まりました。
戻ると東京育ちの自分は自然と東京の人のようになり、知ら
ない人には話しかけなくなりました。 

　東京で他人に話しかける人は、怪しいセールスで勧誘をす
る人、“宗教”を勧誘する人、道に迷った高齢者、困った観光
客ぐらいです。もちろん、後の２例は近寄って助ければ良い

ので問題ないのですが、前の２例の影
響で、東京での宣教活動は簡単ではあ
りません。 

　スイス時代のことを思い出すと、ス
イスにいる日本人ということだけで知
らない日本人に声をかけることが許さ
れ、例えお節介であっても人助けをす
ると相手から感謝され自然に宣教活動
ができるという恵まれた状況でした。　　　　　　 

2人での東京生活は始まったばかりで
すが、私たちが再び善きサマリア人に
なれるようにお祈りください。 

神の書物に書かれた歴史
　ローレンツ・ベルント＆真理

ハノーバー聖書を読む会

　スイス日本語福音キリスト教会のみなさん、創立３０周年
おめでとうございます！ 

　スイスJEGの教会員の皆さんと関係者の方お一人おひとり
の歴史は、神の書物に書かれている歴史そのものです。これ
までの間、成長し築き上げられた主の教会は主の目になんと
尊く美しいものでしょう。 

　そこにある主の栄光をほめ
讃えます。ずっしりと重いこ
の記念誌を主ご自身が手に
取ってご覧になり喜んでおら
れるようです。 

スイス日本語福音キリスト教会

スイスJEG３０周年に想う

脇山兄姉、クンツ元宣教師ご夫妻と　私たち家族
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　こういうわけで、わたしも、あな
たがたが主イエスを信じ、すべての
聖なる者たちを愛していることを聞
き、祈りの度に、あなたがたのこと
を思い起こし、絶えず感謝していま
す。 

　どうか、わたしたちの主イエス・
キリストの神、栄光の源である御父
が、あなたがたに知恵と啓示との霊
を与え、神を深く知ることができる
ようにし、心の目を開いてくださる
ように。 

　そして、神の招きによってどのよう
な希望が与えられているか、聖なる者
たちの受け継ぐものがどれほど豊かな
栄光に輝いているか悟らせてくださるよ
うに。また、わたしたち信仰者に対して絶大な働きをなさる
神の力が、どれほど大きなものであるか、悟らせてくださる
ように。 エフェソ1：16－19 

何という主の恵み
　黒田禎一郎

ミッション・宣教の声　主幹

　スイス日本語キリスト教会創立３０周年、心よりお祝い申
し上げます。御地において、キリストのからだである教会が
誕生して３０年、これまでどれほど多くの方々が魂の救い
と、心の癒しを受けてこられたことでしょうか。主である神
の御名を賛美します。 

　世界のグローバル化は急速に広まり、現代では海外で活躍
する日本人は珍しくありません。その中でスイス日本語キリ
スト教会の存在は、在住邦人にとっては心のオアシスでしょ
う。神のみことばが語られ、キリストの愛が伝えられる教会
には主がご臨在くださいます。 

　そこには喜び、感謝、希望があり、
大いなる神の祝福があります。外地生
活において、私たちが経験する課題の
一つは言語です。人が一番心を開き、
心深く入る言語は、やはり母国語であ
る第一言語です。その意味で、神のみ
ことばが30年間も説き明かされてき
たことは、なんという主の恵みでしょ
うか。 

　スイス日本語キリスト教会はその大
切な使命を、３０年間も忠実に果たし
てこられたことに敬意を覚えます。そ
して、これからもみことばを宣べ伝え
る教会として、前進されますようお祈
りします。重ねて、貴教会の創立３０
周年おめでとうございます。 

日本との架け橋３０周年
　緒方美知子

バイブルコーヒーブレーク主宰　ウィーン在住

　こころより３０周年記念
おめでとうございます！ 
 スイス日本語福音キリス
ト教会ニュースレターを通
してスイスとヨーロッパに
在住されるクリスチャンた
ちの生き様、信仰に触れ鼓

舞され続けてきました。皆
様の幅広い広報活動、ヨーロッパ各国を網羅し日本との架
け橋３０周年になっていただき感謝です！ 

　スイス各地からだけではなく国境を超えて母国語で主を
礼拝し、交わる神の家、３０年の間そのような場所を提供
され続ける舞台裏には多くのご苦労、涙、戦いもあられた
ことと思います。「私の神によって城壁を飛び越えます」
（詩篇１８：２９）にありますように、今いくつもの壁を
超え、大自然の中でひとつの山の頂上に立たれ主の栄光を
賛美されている‥そんな光景を思い浮かべます。 
 
　ヨーロッパの中で素晴らしい祝福のひとつの拠点とし
て、これからも神様の大いなるご計画の中でヨーロッパや
世界に向けてひとつの光として主の栄光を放つ恵みの発信
拠点であり続けていただけることに期待と感謝しつつ　 
詩篇２６：８をお祝いのことばに代えさせていただきま
す。 
「主よ、私は愛します。あなたの住まいのある所　あなた
の栄光のとどまる所を。」 

スイスJEG３０周年に想う

スイス日本語福音キリスト教会
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　主への感謝、 
JEGへの感謝 

矢部晶宏　 
オーストリア　OM宣教師 

　 
 スイスJEG30周年、主の尊い御名を
ほめたたえます。心からおめでとう
ございます。 
 「今まで行った国でどこが一番良
かった？」と聞かれると、いつも迷
わず「スイス」と答えます。それ
は、食べ物がおいしいからでも、人
が優しいからでも、素晴らしい文化
があるからでもありません（そのどれ
も然りですが）。2005年、友人を訪ね
に初めてスイスに赴いた際、青天の霹靂、御ことばとイエ
ス・キリストの臨在がリアルに迫ってきました。雷に打たれ
たような衝撃、人生が一変する体験でした　‒ ドイツ語圏で
の福音宣教の召しとして受け取りました。 

  
その時出会った松林さんを通して、ス
イスJEGの存在を知る祝福に与りま
した。スイスで唯一、日本語で礼拝
を捧げられる教会。今まで礼拝には
数えるほどしか出席できていません
が、私の心の中に、いつも特別な場
所としてあり続けています。 
  

  2008年コンスタンツ大学に留学した
際は、原さん宅でのバイブルスタディーでお世話になり、
2018年の春には、礼拝メッセージを取りつがせていただく特
権に与りました。日本で通勤中、マイヤー先生のメッセージ
から御ことばの麗しさに心奪われることも多々ありました。 

 そして記憶に新しいのは、2021年、イスラム教系難民・移
民宣教のため、幼い子ども２人を連れて家族でオーストリア
へ移住して間も無く、妻の幸恵のがんが見つかった時のこ
と。私たち家族とほぼ面識がないにも関わらず、約1年半に渡
る壮絶な闘病生活の間、自発的にスイスJEG祈り手の方々
が、御前に心を
注ぎ出し祈って
くださったこと
です。今思い出
しても目頭が熱
くなります。 

 主のあわれみに
より、妻の病も

寛解しました。本園さんはじめ、祈り
の有志（勇士）の皆さん、改めて本当
にありがとうございました。 

    胸中に去来するスイスJEGへの思い
を限られた文字数で綴ることは至難の
業ですが、どうしてもお伝えしたいの
は、『感謝』。主に感謝を捧げ、スイ
スJEGの皆様に感謝をお伝えします。 

 これからも主の優しさ、真実さ、愛
と赦しを流し出す希望の教会として用
いられ続けることを固く信じ、主の祝
福をお祈りしています。30周年心から
おめでとうございます。 

 

大きい日本語キリスト教会の存在意義 
村岡崇光　 

オランダ日本語聖書キリスト教会 

　皆さんの教会では最近創立３
０周年記念を祝われたとのこと
誠におめでとうございます。お祝
いのヴィデオを拝見しても、皆さ
んお一人がおお喜びしておられる
のがはっきり伝わってきます。 

　スイスに日本人が何人ぐらいいらっしゃるか知りません
が、皆さんの教会に集っていらっしゃる方々が結構いらっ
しゃるようにお見受けできて嬉しく思います。 

　ヨーロッパの中でも、スイスに短期あるいは長期滞在して
いらっしゃる方々、また短期間の観光旅行者もかなりの数で
しょうから、日本語キリスト教会の存在意義も大きいと思い
ます。 

　スイス日本語福音キリスト教会が今後もその意義を発揮し
続けるよう祈ります。 

スイス日本語福音キリスト教会

スイスJEG３０周年に想う
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祈り合い助け合える喜び 
シュトゥットガルト日本語教会 
　　　　　 
　スイス日本語教会の皆さま、創立 
30周年、心からお喜び申し上げま
す。主の祝福の中におられる皆さま
とスイス日本語教会の30周年をお喜
びしたいと思います！ 

　ヨーロッパにある小さな、しかし
主に愛されている日本語教会達が、
それぞれに活動しながらお互いに祈
り合い、助け合える喜びは特別で

す。これ
からまた
30年、ヨー
ロッパ日本語教会の主にある導
き手としてスイス教会が益々祝
されますように祈りつつ。 

 
知らなかったスイスJEGの歴史 

佐々木久幸　 
カールスルーエ聖書を学ぶ会 

　　 

この度は創立30周年おめでとうござい
ます。スイスJEGの礼拝には今年二
月に初めて参加させていただきまし
たが、主イエスの大きな愛につつま
れた教会であるとの印象を受けまし
た。 

　温かい雰囲気の中、皆様と共に賛
美し礼拝できましたことをあらためて

お礼申し上げます。スイスにある唯一の日本語福音教会とし
て、中には2時間以上もかけて来られている会員の方がおられ
るそうで、そのこともわかるような気がしました。 

　礼拝はバイリンガルで行われており、内容豊富なニュースレ
ターをインターネットを通して見ることも可能です。また欧州
キリスト者の集いや聖地旅行など様々な活動を積極的に行っ
ておられることも、スイスJEGが素晴らしく祝福されている
ことの証しだと思います。 

　そして、この度の記念誌ですが、文章
を読んで今まで知らなかったスイスJEG
の昔の歴史に触れることができました。
この大作の作成に携わった兄弟姉妹の
方々に、そして主に心より感謝申し上げ
ます。また新しいロゴもおめでとうござ
います！最初は図の下の方が何を意味す
るのかよくわからなかったのですが、聖
書を開いたイメージだとわかりました。
聖書の大切さをとてもよく表していて、
素晴らしいと思います。 

　30年という長きにわたり礼拝を守られ
てこられたということは、主イエスがい
つも共にいてくださったことの証しだと

思います。どうぞこれからもスイスJEGに
さらなる祝福がありますように。 

　　　　　　  

一人一人が宣教の担い手 

　馬場晶子 

　　ロンドンJCF 

　この度は創立３０周年おめでとうございます。ヨーロッパ
の諸教会の中で常に中心的存在としてここまで教会を率いて
こられたことを主に感謝申し上げます。教会の設立から３０
年経ち、信仰を受け継ぐ新しい世代が与えられていることを
知り希望が与えられ、励まされます。教会の歴史は福音の種
まき、収穫、、種まき。。の繰り返しですね。 

　しかし、それは徒労に終わることがありません。これから
もスイスを訪れる多くの旅行者、留学生、研究者、駐在員の
方々が真に生きておられる創造主なる神を知り、大きな神様
の見取り図の中で現実世界に生きる自分の存在の意味や目的
を発見されることを願い、祈っています。 

 そのきっかけを与えるスイス教会のお一人一人が宣教の担い
手として（働きの大小を問わず）尊い任務を果たしていかれ
ますように。総責任者は神様であり、そのお方がイエス様の
再臨までにそれを完成させてくださいますから「ピリピ１章
６節」落胆せず、希望を持って忠実に歩む僕でありたいもので
す。 

　来年２０２４年に創立  
５０周年を迎える姉妹教
会であるロンドンJCFと
もさらなる協力関係を
持って共に宣教に励んで
参りましょう！ 

スイス日本語福音キリスト教会

スイスJEG３０周年に想う
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　全く迷わずにJEGへ! 
 ヘス明美 

　スイス日本語福音キリスト教会 

　スイス人の主人との結婚を機に、ス
イスへ来たのが28年前。大学の先輩か
ら「スイスに日本語教会(JEG)が出来
たらしいから行ってみたら？」と言わ
れ、ウスターという町の名前だけを聞
いて、日曜日に電車に乗って出かけま
した。 

　沢山の日本人がJEGへ行っているの
だろうと想像して、住所も電話番号も
知らずに出かけ、ちょうど電車を降り
る時、ドアの目の前に立っていた2人が
日本語でお喋りをしていました。勝手に
JEGへ行くのだろうと思い、声も掛けずに後を付いていった

ら、無事JEGへ到着しました。 

　当時礼拝は10人程の人しか居
なくて、しかもみんな車で来てい
たので、電車で来ていたのはその
ご夫妻と私だけでした。神様の豊
かな導きで全く迷わずにJEGへ行

けた事に心から感謝でしたし、その
ご夫妻は私の隣町に住んでいたので、それからは毎日のよう
に共に楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

　ご夫妻は1年間だけの駐在でしたので、すぐに日本へ帰国し
てしまいましたが、その後も一時帰国の際に日本で楽しい交
わりを続けてきました。今回は28年ぶりにご家族でスイスへ
来て下さったので、JEG30周年記念礼拝へ共に出席するとい
う恵みに与れたのも、嬉しいサプライズでした！滞在中素晴
らしい交わりを持てた事にも、神様とJEGのおかげと大変感
謝しています。有難うございました！ 

  
　　　　　JEGでの溢れる恵み! 
　　　　　　　　高梨友子 
　　　　　　滝山聖書バプテスマ教会 

　28年前の６月に主人と結婚した時、10月から1年間、主人
が海外研修に行く事は決まっていましたがまだどこの国かは
分かりませんでした。世界各国の中からスイスに決まり2人で
大喜びしました。主人が２８歳、私は２７歳でした。 
　初めてJEGに行った時の事はよく覚えていますが、後ろか
ら明美さんが、付いて来られていたのには気付きませんでし
た。神様のなさる事は本当にいつもミラクルですね。少人数
の小さな集会でしたが、本当に温かく迎え入れて下さり若
かった私達を歓迎して下さいました。主人は早々に司会の奉

仕を与えられていたので1年後には居
なくなるのに大丈夫かな？と思った
そうです。 
クリスマスの時、保育士だった私に
紙芝居を読んで欲しいと頼まれた事
もよく覚えています。私が日本語
で、クンツさんがドイツ語の同時通
訳で読んで下さいました。小さな御
奉仕でしたが、私にとって、忘れら
れないスイスでのクリスマスの思い
出です。 
　そして礼拝後のお楽しみの交わり
お食事会が素敵でした。とても少人
数とは思えない程の豪華さに、いつ
も驚きと感動で一杯でした。皆で、
美味しい食事やデザートを頂きなが

ら、お喋りするのがとても楽しかったで
す。また、「日中は、御主人お仕事で友子さん1人なの？可哀
想に、うちに食事時にいらっしゃいよ。」と言ってくださ
り、本当に色々な方のお宅に招いて頂きました。「今日友子
さんが来るから昨日のうちからじゃがいもを茹でておいたの
よ。こんなに美味しそうに出来たからさぁ、一緒に頂きま
しょう!」と言ってロスティを作って下さった方、「さぁ、デ
ザートはお庭で頂きましょうね!」とティーセットをお庭に運
んで下さった方。 

　また日本から妹達が遊びに来た時、妹達まで皆一緒に招い
て下さり、チーズフォンデュを振る舞って下さった方もいまし
た。またある時は、山登り＆ハイキングに連れて行って下
さった方も。短い期間だったはずですが、日曜日に限らず、
楽しい交わりを沢山して頂きました。１つ１つの思い出が、
私達にとってかけがえの無い大切な思い出です。 

　それにしても、まさか28年
も経って、このJEG30周年記
念礼拝に娘と3人で出席出来る
なんて考えもしませんでした。
これはまさしく、主からのプ
レゼントとしか思えません。
本当に夢のようでした。 

　あんなに小さかったJEGの群
れが、こうして28年後に、驚く程教会員が増え、更に若者達
が多く集う恵み溢れる教会へと成長した姿をじかに見ること
が出来ました。この記念礼拝に出席して、私が心から願った
事は、この場に集われた方々と、1人もあぶれる事無く全員
でまた天国で再会したい、という事です。日本とスイスは遠
く離れていますが、目指す所は皆一緒です。それぞれ、置か
れた場所で、与えられた賜物を活かして主の為に喜んで仕
え、天国を目指していけるようにと、願い祈っています。本
当にありがとうございました! 

スイス日本語福音キリスト教会

スイスJEG３０周年に想う

28年前、高梨夫妻と共に

28年ぶりに当時の勤務先を娘と訪問
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創立70周年を迎えた教会 
津田和明 

　東京フリー・メソジスト小金井教会 

　スイスJEG３0周年心よりおめでとう
ございます。スイスの地で私たちの神
様が、この主にある共同体を建て上げ
てくださり、３0年の間、守り支えて、
用いてくださったことをおぼえて、主
を賛美いたします。 

　私が仕えさせていただいている教会
も今年で教団、教会創立70周年を迎え
ました。教会の初期から教会を支えて
くださった方々の殆どがお亡くなりにな
り、新しい人たちが増えて、新しいステー
ジへと入っていこうとしています。創立70周年ということ
で、記念コンサートをさせていただきました。神学校時代の
友人で、元ピアニストの牧師を招いて、演奏とお証の時を持
たせていただき、100名近い方がきてくださいました。 

　また、過去の写真をスラ
イドにして見たり、世代を
超えた交わりをしたりしま
した。私も牧会2年目に入
り、ようやく自分の働き方
が見えてきたかなといった
ところです。私の仕えてい

る教会は日本ではかなり珍し
い主任牧師と牧師夫人以外に、ほぼ同い年の男性牧師３名の
チームでチーム牧会をしています。ほぼ同い年の牧師３名が
一つの教会で仕えているのはおそらく日本では私の教会だけ
ではないかと思います。また、それぞれに違う賜物があり、
弱さを支え合っています。神様のなさることは本当に奇しい
なと思わされております。 

　この教会は一人のアメリカ人宣教師のおばあちゃんから始
まっているのですが、この方は戦前私の母教会である洲本教
会でもご主人と共に牧会さ
れていた方でもあります。
つまり同じルーツの教会に
遣わされてきたのですが、
そのおばあちゃん宣教師の
弟子に当たる牧師が戦前ブ
ラジルに渡り、アメリカの
宣教チームと共にサンパウ
ロやその近辺での日系ブラ
ジル人への伝道へと発展し
ていきました。 

　その実として生まれたサンパウロ
にあるサウーデ教会は、滝井レオナ
ルド兄の家の近くでお父さんや弟さ
んも通っておられたことのある教会
でもあり、私たちの教会からも日本
人宣教師の夫妻を派遣していた教会
でもあります。そのブラジルのフ
リーメソジストの教団から、日系ブ
ラジル人とブラジル人宣教に関わっ
ておられる先生方が70周年をお祝い
するために来てくださり、共に同じ
宣教師をルーツとする教会、教団同
士で信仰を深めることができまし
た。 

　今日本は多くの外国人の方が住む
ようになり、日本にいながら外国人伝

道ができる時代となっています。国際結婚されたご夫婦で教
会に来られる方も多くなりました。私が去年福井県越前市武
生（たけふ）にある日系ブラジル人教会へと青年ミッション
チームの引率で行かせてもらったのですが、市の人口の5%以
上が外国人であり、日本人クリスチャン70人に対し、多くの
外国人の教会が生まれており、クリスチャンの数も300人近
くに登っています。 

　そして今日本人教
会と外国人教会、合
わせて九つの教会が
一致して、働きを始
めようとしていま
す。ここだけではな
く、日本全体で、今
やさまざまな違いを
超えて、一致してい
こう、協力していこ
うという動きが始まっています。日本人の救いのため、それ
ぞれの教会の働きのため、私の牧会の働き、家族のためにお
祈りをお願いいたします。 

　スイスの日本人、そして日本人の配偶者や家族、日本にゆ
かりのある方々のための宣教の器として、今年創立３０周年
を迎えたスイスJEGがますます豊かに用いられていきますよ
うお祈りいたします。 

スイス日本語福音キリスト教会

スイスJEG３０周年に想う

    スイスJEG修養会での山登り（2018）


